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諮 問 番 号 ： 令 和 ３ 年 度 諮 問 第 ９ 号  

答 申 番 号 ： 令 和 ４ 年 度 答 申 第 １ 号  

 

答  申  書  

 

第 １  審 査 会 の 結 論  

本 件 審 査 請 求 は 認 容 さ れ る べ き で あ る 。  

 

第 ２  審 査 請 求 に 至 る 経 過  

１  審 査 請 求 人 は 、 令 和 ２ 年 12月 18日 に 、 東 灘 区 役 所 総 務 部 市 民 課 に お い

て 、 処 分 庁 に 対 し て 、 住 民 基 本 台 帳 法 （ 昭 和 42年 法 律 第 81号 。 以 下 「 住

基 法 」 と い う 。 ） 第 12条 の ３ 第 １ 項 又 は 第 15条 の ４ 第 ３ 項 に 基 づ き 、 世

帯 全 員 の 住 民 票 （ 住 民 票 除 票 ） の 写 し の 交 付 申 請 （ 以 下 「 本 件 申 請 」 と

い う 。 ） を し た 。  

２  処 分 庁 は 、 令 和 ２ 年 12月 25日 付 け 神    第   号 住 民 票 （ 住 民 票 除

票 ） の 写 し の 交 付 請 求 の 決 定 に つ い て （ 通 知 ） に よ り 、 本 件 申 請 に 係 る

住 民 票 （ 住 民 票 除 票 ） の 写 し を 交 付 し な い こ と を 決 定 し た 旨 を 通 知 し た

（ 以 下 「 本 件 処 分 」 と い う 。 ） 。  

３  審 査 請 求 人 は 、 令 和 ２ 年 １ 月 29日 、 同 日 付 け 審 査 請 求 書 に よ り 、 本 件

処 分 の 取 消 し を 求 め る 審 査 請 求 を し た 。  

 

第 ３  審 査 関 係 人 の 主 張 の 要 旨  

１  審 査 請 求 人 の 主 張  

⑴  本 件 処 分 は 、 次 の と お り 不 当 ま た は 、 違 法 で あ り 、 ま た 、 名 誉 の 毀

損 で あ る 。  

  ま た 、 面 会 交 流 を 困 難 に す る 目 的 の 虚 偽 の 申 請 で あ り 、 不 正 目 的 に

あ た る 。  
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   ア  本 件 処 分 は 、 配 偶 者 か ら の 暴 力 の 防 止 及 び 被 害 者 の 保 護 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 13年 法 律 第 31号 。 以 下 「 配 偶 者 暴 力 防 止 法 」 と い う 。 ）

第 １ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 違 反 す る 。  

   イ  本 件 処 分 は 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 の 規 制 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 12年

法 律 第 81号 。 以 下 「 ス ト ー カ ー 規 制 法 」 と い う 。 ） 第 ７ 条 の 規 定 に

違 反 す る 。  

   ウ  本 件 処 分 は 、 児 童 虐 待 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 12年 法 律 第 82

号 。 以 下 「 児 童 虐 待 防 止 法 」 と い う 。 ） 第 ２ 条 の 規 定 に 違 反 す る 。  

  ⑵  処 分 庁 の 弁 明 に 対 す る 反 論  

   ア  住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 第 １ 号 及 び 、 住 基 法 第 15条 の ４ 第 ３ 項 第

１ 号 及 び 第 ３ 号 に 違 法 し な い と い う 点 に つ い て は 、 審 査 請 求 人 は 正

当 な 理 由 が あ る 者 で あ り 、 違 法 で は な い と の 弁 解 は 成 り 立 た な い 。  

   イ  「 住 民 基 本 台 帳 事 務 処 理 要 領 に つ い て （ 昭 和 42年 10月 ４ 日 法 務 省

民 事 甲 第 2671 号 ・ 保 発 第 39号 ・ 庁 保 発 第 22号 ・ 42食 糧 業 第 2668 号

（ 需 給 ） ・ 自 治 振 第 150号 通 知 （ 以 下 「 本 件 要 領 」 と い う 。 ） ） 」 の

10  ア (ア )Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ と い う 点 に つ い て も 配 偶 者 暴 力 防 止 法 第

１ 条 、 ス ト ー カ ー 規 制 法 第 ７ 条 、 児 童 虐 待 防 止 法 第 ２ 条 に 当 た ら な

い 為 、 本 件 処 分 が 不 当 及 び 違 法 で あ る こ と に は 変 わ り は な い 。  

   ウ  審 査 請 求 人 は 、 本 件 要 領 の 10 イ (ア )に お け る 警 告 等 実 施 書 面 等

を 受 け 取 っ て い な い 、 ま た 他 に 適 法 な 方 法 も な い と 推 定 さ れ る 為 、

虚 偽 の 申 し 出 に よ る 不 当 な 申 請 及 び 不 当 な 処 理 が さ れ た と 推 測 で き

る 。  

   エ  本 件 要 領 10 コ (イ )(Ａ )に よ る と 、 請 求 者 は 、 加 害 者 本 人 と 推 定

さ れ る が 、 上 記 ア か ら ウ に よ り 厳 格 な 審 査 の 情 報 公 開 並 び に 処 理 は

不 当 で あ る と 推 測 が 可 能 で あ る 。  

   オ  以 上 か ら す る と 、 面 会 交 流 権 の 侵 害 の 為 、 審 査 請 求 人 の 元 妻 は 虚

偽 の 届 出 を 行 っ た と 推 定 さ れ 、 ま た 、 本 件 処 分 は 違 法 ま た は 不 当 で

あ る 。  
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２  審 査 庁  

本 件 審 査 請 求 は 、 理 由 が な い た め 、 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 26年 法 律 第

68号 ） 第 45条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 棄 却 さ れ る べ き で あ る 。  

 

第 ４  審 理 員 意 見 書 の 要 旨  

１  審 理 員 意 見 書 の 結 論  

本 件 審 査 請 求 は 、 理 由 が な い た め 、 行 政 不 服 審 査 法 第 45条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 棄 却 さ れ る べ き で あ る 。  

２  審 理 員 意 見 書 の 理 由  

⑴  住 基 法 の 規 定  

 ア  住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 は 、 市 町 村 長 は 、 当 該 市 町 村 が 備 え る 住

民 基 本 台 帳 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 者 か ら 、 住 民 票 の 写 し で 基 礎 証 明

事 項 の み が 表 示 さ れ た も の 又 は 住 民 票 記 載 事 項 証 明 書 で 基 礎 証 明 事

項 に 関 す る も の が 必 要 で あ る 旨 の 申 出 が あ り 、 か つ 、 当 該 申 出 を 相

当 と 認 め る と き は 、 当 該 申 出 を す る 者 に 当 該 住 民 票 の 写 し 又 は 住 民

票 記 載 事 項 証 明 書 を 交 付 す る こ と が で き る と 規 定 し て い る 。  

   一  自 己 の 権 利 を 行 使 し 、 又 は 自 己 の 義 務 を 履 行 す る た め に 住 民

票 の 記 載 事 項 を 確 認 す る 必 要 が あ る 者  

   二  国 又 は 地 方 公 共 団 体 の 機 関 に 提 出 す る 必 要 が あ る 者  

   三  前 二 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 住 民 票 の 記 載 事 項 を 利 用 す る 正 当

な 理 由 が あ る 者  

 イ  住 基 法 第 15条 の ４ 第 ３ 項 は 、 市 町 村 長 は 、 当 該 市 町 村 が 保 存 す る

除 票 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 者 か ら 、 除 票 の 写 し で 除 票 基 礎 証 明 事 項

の み が 表 示 さ れ た も の 又 は 除 票 記 載 事 項 証 明 書 で 除 票 基 礎 証 明 事 項

に 関 す る も の が 必 要 で あ る 旨 の 申 出 が あ り 、 か つ 、 当 該 申 出 を 相 当

と 認 め る と き は 、 当 該 申 出 を す る 者 に 当 該 除 票 の 写 し 又 は 除 票 記 載

事 項 証 明 書 を 交 付 す る こ と が で き る 。  

   一  自 己 の 権 利 を 行 使 し 、 又 は 自 己 の 義 務 を 履 行 す る た め に 除 票
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の 記 載 事 項 を 確 認 す る 必 要 が あ る 者  

   二  国 又 は 地 方 公 共 団 体 の 機 関 に 提 出 す る 必 要 が あ る 者  

   三  前 二 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 除 票 の 記 載 事 項 を 利 用 す る 正 当 な

理 由 が あ る 者  

 ウ  以 上 の よ う に 、 第 三 者 か ら の 住 民 票 な い し 住 民 票 除 票 （ 以 下 「 住

民 票 等 」 と い う 。 ） の 交 付 請 求 に つ い て は 、 同 一 世 帯 の 者 か ら の 住

民 票 等 の 交 付 請 求 に 係 る 住 基 法 第 12条 と は 異 な り 、 必 要 性 や 正 当 な

理 由 が あ る 者 に つ い て 相 当 と 認 め る と き に 限 り 住 民 票 等 を 交 付 す る

こ と が で き る と す る 規 定 ぶ り と な っ て い る 。  

⑵  本 件 要 領 の 規 定  

 ア  支 援 の 必 要 性 と そ の 確 認  

   本 件 要 領 の 第 ５ － 10に よ る と 、 市 町 村 長 は 、 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ

イ オ レ ン ス 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 、 児 童 虐 待 及 び こ れ ら に 準 ず る 行 為

の 加 害 者 が 、 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 等 の 制 度 を 不 当 に 利 用 し て そ れ

ら の 行 為 の 被 害 者 の 住 所 を 探 索 す る こ と を 防 止 し 、 も っ て 被 害 者 の

保 護 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 住 基 法 の 諸 規 定 に 基 づ き 一 定 の 支 援

措 置 を 講 じ る と さ れ て い る 。 そ の 一 つ と し て 、 市 町 村 長 は 、 配 偶 者

暴 力 防 止 法 第 １ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 被 害 者 で あ り 、 か つ 、 暴 力 に よ

り そ の 生 命 又 は 身 体 に 危 害 を う け る 恐 れ が あ る も の 等 （ 以 下 「 申 出

者 要 件 」 と い う 。 ） か ら 申 出 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該 申 出 を し た 者

（ 以 下 「 申 出 者 」 と い う 。 ） が 申 出 者 要 件 に 該 当 し 、 か つ 、 加 害 者

が 申 出 者 の 住 所 を 探 索 す る 目 的 で 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 の 請 求 を 行

う お そ れ が あ る と 認 め ら れ る （ 以 下 「 支 援 の 必 要 性 」 と い う 。 ） か

ど う か を 警 察 、 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 児 童 相 談 所 等 の 意 見

を 聴 取 す る 方 法 等 に よ り 確 認 し 、 支 援 の 必 要 性 が 確 認 で き た と き は 、

本 件 要 領 第 ５ － 10－ コ に 規 定 す る 支 援 措 置 を 講 ず る も の と さ れ て い

る 。  

 イ  支 援 措 置 の 具 体 的 内 容  
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   住 民 票 等 の 写 し の 交 付 の 請 求 に 係 る 支 援 措 置 と し て は 、 市 町 村 長

は 、 加 害 者 が 判 明 し て お り 、 加 害 者 か ら 請 求 が な さ れ た 場 合 に は 、

住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い と し て 申 出 を

拒 否 す る も の と さ れ て い る （ 本 件 要 領 第 ５ － 10－ コ － (イ )－ (Ａ )） 。

こ の 点 、 本 件 要 領 に は 、 住 民 票 除 票 に 関 す る 住 基 法 第 15条 の ４ 第 ３

項 に 言 及 さ れ て い な い が 、 住 民 票 除 票 の 写 し の 交 付 の 請 求 に 係 る 支

援 措 置 と し て は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い も の と し て 申 出

を 拒 否 す る こ と が 予 定 さ れ て い る と 解 さ れ る 。  

⑶  本 件 処 分 の 適 法 性 ・ 妥 当 性  

 ア  処 分 庁 は 、 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 に お け る ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ

オ レ ン ス 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 、 児 童 虐 待 及 び こ れ ら に 準 ず る 行 為 の

被 害 者 の 保 護 の た め の 措 置 に つ い て は 、 本 件 要 領 に 基 づ い て 事 務 を

行 っ て い る 。  

 イ  本 件 に お け る 支 援 の 必 要 性 の 確 認 状 況  

  (ｱ ) 本 件 の 申 出 者 は 、 処 分 庁 に 対 し 、 配 偶 者 暴 力 防 止 法 第 １ 条 第 ２

項 に 規 定 す る 被 害 者 等 で あ り 、 暴 力 に よ り そ の 生 命 又 は 身 体 に 危

害 を う け る お そ れ が あ る も の 等 （ 本 件 要 領 第 ５ － 10－ ア － (ア )－

Ａ な い し Ｄ ） に 該 当 す る と し て 、 上 記 支 援 措 置 を 申 し 出 た 。  

    上 記 申 出 を 受 け た 処 分 庁 は 、 相 談 機 関 か ら 意 見 を 聴 取 し た と こ

ろ 、 被 害 事 実 の 認 定 は で き て い な い が 、 ト ラ ブ ル 事 案 相 談 と し て

受 理 し て い る 旨 の 回 答 が あ っ た た め 、 申 出 者 は 配 偶 者 暴 力 防 止 法

第 １ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 被 害 者 等 で あ る と 判 断 し 、 本 件 処 分 を 行

っ た 。  

  (ｲ ) こ の 点 、 上 記 回 答 の と お り 、 相 談 機 関 は 、 審 査 請 求 人 の 申 出 者

に 対 す る 被 害 事 実 が 認 定 で き る と い う 積 極 的 な 意 見 ま で は 述 べ て

い な い 。  

    し か し な が ら 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 １ 条 の ２

第 １ 項 で 地 方 公 共 団 体 は 住 民 の 福 祉 の 増 進 を 図 る こ と を 基 本 と す
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る と さ れ て い る こ と 、 並 び に 配 偶 者 暴 力 防 止 法 第 ２ 条 で 地 方 公 共

団 体 は 被 害 者 の 適 切 な 保 護 を 図 る 責 務 を 有 す る と さ れ 、 ス ト ー カ

ー 規 制 法 第 12条 で 地 方 公 共 団 体 は ス ト ー カ ー 行 為 等 の 相 手 方 の 支

援 の た め 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る と さ れ 、 及 び 児 童 虐 待 防

止 法 第 ４ 条 第 １ 項 で 児 童 虐 待 の 防 止 等 の た め に 必 要 な 体 制 の 整 備

に 努 め る と さ れ て い る こ と か ら す る と 、 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ

レ ン ス 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 、 児 童 虐 待 及 び こ れ ら に 準 ず る 行 為 に

よ り 起 こ り 得 る 事 件 の 重 大 性 ・ 緊 急 性 に 鑑 み 、 こ れ ら の 行 為 に よ

る 被 害 者 と さ れ る 者 の 生 命 ・ 身 体 の 保 護 を 、 居 住 関 係 に つ い て 公

証 を 受 け る と い う 住 基 法 上 の 住 民 の 利 益 よ り も 重 視 或 い は 優 先 し 、

相 談 機 関 の 意 見 が 被 害 事 実 を 認 定 で き て い な い と い う 内 容 で あ っ

た と し て も 、 現 に 申 出 者 か ら の 相 談 を 受 理 し て お り 、 被 害 事 実 の

存 在 に 疑 義 を 呈 す る よ う な 消 極 的 な 意 見 で な い 場 合 に は 、 支 援 の

必 要 性 を 認 め 、 支 援 措 置 を と る こ と も 許 容 さ れ る べ き と 解 さ れ る 。  

 ウ  よ っ て 、 処 分 庁 が 申 出 者 に つ い て 支 援 の 必 要 性 が 認 め ら れ る こ と

を 前 提 に 、 審 査 請 求 人 は 住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 各 号 及 び 同 法 第 15

条 の ４ 第 ３ 項 に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い こ と を 理 由 に 本 件 処 分 を 行 っ

た こ と は 適 法 且 つ 妥 当 で あ る 。  

 

第 ５  調 査 審 議 の 経 過  

令 和 ３ 年 10月 28日  第 １ 回 審 議  

令 和 ３ 年 11月 29日  第 ２ 回 審 議  

令 和 ３ 年 12月 16日  第 ３ 回 審 議  

令 和 ４ 年 １ 月 28日  第 ４ 回 審 議  

令 和 ４ 年 ２ 月 17日  第 ５ 回 審 議  

令 和 ４ 年 ３ 月 25日  第 ６ 回 審 議  

令 和 ４ 年 ４ 月 22日  第 ７ 回 審 議  
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第 ６  審 査 会 の 判 断  

１  住 基 法 の 規 定  

⑴  住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 は 、 市 町 村 長 は 、 当 該 市 町 村 が 備 え る 住 民

基 本 台 帳 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 者 か ら 、 住 民 票 の 写 し で 基 礎 証 明 事 項

の み が 表 示 さ れ た も の 又 は 住 民 票 記 載 事 項 証 明 書 で 基 礎 証 明 事 項 に 関

す る も の が 必 要 で あ る 旨 の 申 出 が あ り 、 か つ 、 当 該 申 出 を 相 当 と 認 め

る と き は 、 当 該 申 出 を す る 者 に 当 該 住 民 票 の 写 し 又 は 住 民 票 記 載 事 項

証 明 書 を 交 付 す る こ と が で き る と 規 定 し て い る 。  

一  自 己 の 権 利 を 行 使 し 、 又 は 自 己 の 義 務 を 履 行 す る た め に 住 民 票 の

記 載 事 項 を 確 認 す る 必 要 が あ る 者  

二  国 又 は 地 方 公 共 団 体 の 機 関 に 提 出 す る 必 要 が あ る 者  

三  前 二 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 住 民 票 の 記 載 事 項 を 利 用 す る 正 当 な 理

由 が あ る 者  

⑵  住 基 法 第 15条 の ４ 第 ３ 項 は 、 市 町 村 長 は 、 当 該 市 町 村 が 保 存 す る 除

票 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 者 か ら 、 除 票 の 写 し で 除 票 基 礎 証 明 事 項 の み

が 表 示 さ れ た も の 又 は 除 票 記 載 事 項 証 明 書 で 除 票 基 礎 証 明 事 項 に 関 す

る も の が 必 要 で あ る 旨 の 申 出 が あ り 、 か つ 、 当 該 申 出 を 相 当 と 認 め る

と き は 、 当 該 申 出 を す る 者 に 当 該 除 票 の 写 し 又 は 除 票 記 載 事 項 証 明 書

を 交 付 す る こ と が で き る 。  

一  自 己 の 権 利 を 行 使 し 、 又 は 自 己 の 義 務 を 履 行 す る た め に 除 票 の 記

載 事 項 を 確 認 す る 必 要 が あ る 者  

二  国 又 は 地 方 公 共 団 体 の 機 関 に 提 出 す る 必 要 が あ る 者  

三  前 二 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 除 票 の 記 載 事 項 を 利 用 す る 正 当 な 理 由

が あ る 者  

⑶  以 上 の よ う に 、 第 三 者 か ら の 住 民 票 等 の 交 付 請 求 に つ い て は 、 同 一

世 帯 の 者 か ら の 住 民 票 等 の 交 付 請 求 に 係 る 住 基 法 第 12条 と は 異 な り 、

必 要 性 や 正 当 な 理 由 が あ る 者 に つ い て 相 当 と 認 め る と き に 限 り 住 民 票

等 を 交 付 す る こ と が で き る と す る 規 定 と な っ て い る 。  
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２  本 件 要 領 の 規 定  

⑴  支 援 の 必 要 性 と そ の 確 認  

本 件 要 領 の 第 ５ － 10に よ る と 、 市 町 村 長 は 、 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ

オ レ ン ス 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 、 児 童 虐 待 及 び こ れ ら に 準 ず る 行 為 の 加

害 者 が 、 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 等 の 制 度 を 不 当 に 利 用 し て そ れ ら の 行

為 の 被 害 者 の 住 所 を 探 索 す る こ と を 防 止 し 、 も っ て 被 害 者 の 保 護 を 図

る こ と を 目 的 と し て 、 住 基 法 の 諸 規 定 に 基 づ き 一 定 の 支 援 措 置 を 講 じ

る と さ れ て い る 。 そ の 一 つ と し て 、 市 町 村 長 は 、 配 偶 者 暴 力 防 止 法 第

１ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 被 害 者 で あ り 、 か つ 、 暴 力 に よ り そ の 生 命 又 は

身 体 に 危 害 を う け る 恐 れ が あ る も の 等 か ら 申 出 を 受 け た 場 合 に は 、 申

出 者 が 申 出 者 要 件 に 該 当 し 、 か つ 、 支 援 の 必 要 性 が あ る か ど う か を 警

察 、 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 児 童 相 談 所 等 の 意 見 を 聴 取 す る 方

法 等 に よ り 確 認 し 、 支 援 の 必 要 性 が 確 認 で き た と き は 、 本 件 要 領 第 ５

－ 10－ コ に 規 定 す る 支 援 措 置 を 講 ず る も の と さ れ て い る 。  

⑵  支 援 措 置 の 具 体 的 内 容  

住 民 票 等 の 写 し の 交 付 の 請 求 に 係 る 支 援 措 置 と し て は 、 市 町 村 長 は 、

加 害 者 が 判 明 し て お り 、 加 害 者 か ら 請 求 が な さ れ た 場 合 に は 、 住 基 法

第 12条 の ３ 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い と し て 請 求 を 拒 否 す る

も の と さ れ て い る （ 本 件 要 領 第 ５ － 10－ コ － (イ )－ (Ａ )） 。 こ の 点 、

本 件 要 領 に は 、 住 民 票 除 票 に 関 す る 住 基 法 第 15条 の ４ 第 ３ 項 に 言 及 さ

れ て い な い が 、 住 民 票 除 票 の 写 し の 交 付 の 請 求 に 係 る 支 援 措 置 と し て

は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い も の と し て 請 求 を 拒 否 す る こ と

が 予 定 さ れ て い る と 解 さ れ る 。  

３  本 件 処 分 の 適 法 性 ・ 妥 当 性  

⑴  処 分 庁 は 、 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 に お け る ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ

レ ン ス 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 、 児 童 虐 待 及 び こ れ ら に 準 ず る 行 為 の 被 害

者 の 保 護 の た め の 措 置 に つ い て は 、 本 件 要 領 に 基 づ い て 事 務 を 行 っ て

い る 。  
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  本 件 要 領 に よ れ ば 、 支 援 の 必 要 性 に つ い て 警 察 、 配 偶 者 暴 力 相 談 支

援 セ ン タ ー 、 児 童 相 談 所 等 の 意 見 を 聴 取 す る 方 法 等 に よ り 確 認 し 、 こ

れ が 確 認 で き た 場 合 に は 、 加 害 者 か ら の 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 の 請 求

に つ い て は 、 住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い と

し て 請 求 を 拒 否 す る も の と さ れ て い る 。  

  こ の 点 、 地 方 自 治 法 第 １ 条 の ２ 第 １ 項 で 地 方 公 共 団 体 は 住 民 の 福 祉

の 増 進 を 図 る こ と を 基 本 と す る と さ れ て い る こ と 、 並 び に 配 偶 者 暴 力

防 止 法 第 ２ 条 で 地 方 公 共 団 体 は 被 害 者 の 適 切 な 保 護 を 図 る 責 務 を 有 す

る と さ れ 、 ス ト ー カ ー 規 制 法 第 12条 で 地 方 公 共 団 体 は ス ト ー カ ー 行 為

等 の 相 手 方 の 支 援 の た め 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る と さ れ 、 及 び

児 童 虐 待 防 止 法 第 ４ 条 第 １ 項 で 児 童 虐 待 の 防 止 等 の た め に 必 要 な 体 制

の 整 備 に 努 め る と さ れ て い る こ と か ら す る と 、 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ

オ レ ン ス 、 ス ト ー カ ー 行 為 等 、 児 童 虐 待 及 び こ れ ら に 準 ず る 行 為 に よ

り 起 こ り 得 る 事 件 の 重 大 性 ・ 緊 急 性 に 鑑 み 、 こ れ ら の 行 為 に よ る 被 害

者 と さ れ る 者 の 生 命 ・ 身 体 の 保 護 を 、 居 住 関 係 に つ い て 公 証 を 受 け る

と い う 住 基 法 上 の 住 民 の 利 益 よ り も 重 視 或 い は 優 先 す る こ と に も 一 定

の 合 理 性 が あ る 。  

  よ っ て 、 本 件 要 領 に 基 づ き 支 援 措 置 を 行 う こ と 自 体 に つ い て は 、 合

理 性 が 認 め ら れ る 。  

⑵  本 件 に お け る 支 援 の 必 要 性 に つ い て  

ア  本 件 に お け る 支 援 の 必 要 性 の 確 認 状 況  

(ｱ ) 本 件 の 申 出 者 は 、 処 分 庁 に 対 し 、 配 偶 者 暴 力 防 止 法 第 １ 条 第 ２

項 に 規 定 す る 被 害 者 等 で あ り 、 暴 力 に よ り そ の 生 命 又 は 身 体 に 危

害 を う け る お そ れ が あ る も の 等 （ 本 件 要 領 第 ５ － 10－ ア － (ア )－

Ａ な い し Ｄ ） に 該 当 す る と し て 、 上 記 ２ の 支 援 措 置 を 申 し 出 た 。  

(ｲ) 上 記 (ｱ)の 申 出 の 際 に 、 処 分 庁 に 提 出 さ れ た 住 民 基 本 台 帳 事 務 に

お け る 支 援 措 置 申 出 書 の 相 談 機 関 等 の 意 見 欄 で は 、 「 ３  １ 、 ２

以 外 の 場 合 に 、 相 談 機 関 等 に お い て 、 特 に 把 握 し て い る 状 況 （ ※
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一 時 保 護 の 有 無 、 相 談 時 期 等 ） が あ る 場 合 」 が 選 択 さ れ 、 「 把 握

し て い る 状 況 」 と し て 、 被 害 事 実 の 認 定 は で き て い な い が 、 元 夫

婦 間 ト ラ ブ ル 事 案 相 談 と し て 受 理 し て い る 旨 の 記 載 が あ っ た 。  

(ｳ) 上 記 (ｲ)の 申 出 書 の 記 載 に お い て は 、 相 談 機 関 と し て 、 申 出 者 が

審 査 請 求 人 か ら 受 け た 被 害 事 実 の 存 在 に 疑 義 を 呈 す る よ う な 消 極

的 な 意 見 は 示 さ れ て い な い も の の 、 相 談 機 関 等 の 意 見 欄 の 「 １  

上 記 申 出 者 の 状 況 に 相 違 な い も の と 認 め る 。 」 又 は 「 ２  上 記 併

せ て 支 援 を 求 め る 者 に つ い て 、 申 出 者 を 保 護 す る た め 支 援 の 必 要

性 が 認 め ら れ る 。 」 は 選 択 し て お ら ず 、 「 把 握 し て い る 状 況 」 の

記 述 で も 被 害 事 実 が 認 定 で き る と い う 積 極 的 な 意 見 は 示 さ れ て い

な い 。  

イ  処 分 庁 に よ る 支 援 の 必 要 性 の 確 認  

本 件 要 領 で は 、 処 分 庁 は 、 相 談 機 関 等 の 意 見 を 受 け て 、 支 援 の 必

要 性 が 確 認 で き た 場 合 に は 、 支 援 措 置 と し て 住 民 票 等 の 写 し の 交 付

を 拒 否 す る も の と さ れ て い る の で あ る か ら 、 相 談 機 関 等 か ら 支 援 の

必 要 性 が あ る こ と に つ い て 積 極 的 な 意 見 が あ る 、 又 は 処 分 庁 自 ら が

検 討 し た 上 で 支 援 の 必 要 性 を 認 定 し な け れ ば 、 支 援 措 置 を 実 施 す る

こ と は で き な い も の と 解 さ れ る 。  

本 件 の 上 記 ア の 事 情 の も と で は 、 相 談 機 関 等 の 意 見 の み か ら 直 ち

に 支 援 の 必 要 性 を 確 認 す る こ と は で き な い た め 、 相 談 機 関 等 の 意 見

と は 別 に 、 処 分 庁 と し て 支 援 の 必 要 性 を 検 討 し 、 認 定 し な け れ ば 、

支 援 措 置 と し て 住 民 票 等 の 写 し の 交 付 を 拒 否 す る こ と は で き な い も

の と 考 え ら れ る 。  

  こ の 点 、 処 分 庁 か ら の 弁 明 及 び 提 出 書 面 に お い て 、 処 分 庁 が 、 相

談 機 関 等 の 意 見 と は 別 に 、 支 援 の 必 要 性 に つ い て 、 十 分 な 検 討 を し

た こ と が 伺 わ れ る 主 張 は な さ れ て お ら ず 、 こ の よ う な 状 況 の も と で 、

支 援 措 置 と し て 本 件 処 分 を 行 っ た こ と は 、 本 件 要 領 に 反 す る も の で

あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。  
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ウ  処 分 庁 の 主 張  

な お 、 処 分 庁 は 、 当 審 査 会 か ら の 質 問 に 対 す る 回 答 に お い て 、

「 処 分 庁 と し て は 、 具 体 的 事 実 は 確 認 し て い な い も の の 、 被 害 事 実

の 認 定 に か か わ ら ず 、 相 談 機 関 が 現 に 申 出 人 か ら の 相 談 を 受 理 し て

お り 、 被 害 事 実 の 存 在 に 疑 義 を 呈 す る よ う な 消 極 的 な 意 見 で な い 場

合 に は 、 起 こ り 得 る 事 件 の 重 大 性 ・ 緊 急 性 に 鑑 み 、 被 害 者 の 生 命 ・

身 体 の 保 護 を 、 居 住 関 係 に つ い て 公 証 を 受 け る 住 基 法 上 の 住 民 の 利

益 よ り も 重 視 ・ 優 先 し 、 支 援 の 必 要 性 が 認 め ら れ る 蓋 然 性 が あ る も

の と し て 支 援 措 置 を 実 施 し て い る 」 と 主 張 し て い る 。  

し か し 、 「 被 害 事 実 の 存 在 に 疑 義 を 呈 す る よ う な 消 極 的 な 意 見 で

な い 場 合 」 に は 支 援 措 置 を 実 施 す る と 主 張 す る 点 に つ い て は 、 上 記

イ に 記 載 の と お り 相 談 機 関 等 か ら 支 援 措 置 の 必 要 性 に つ い て 積 極 的

な 意 見 が な い 場 合 に は 、 処 分 庁 自 ら が 検 討 し た 上 で 支 援 措 置 の 必 要

性 を 認 定 し な け れ ば な ら な い 。  

さ ら に 、 「 支 援 の 必 要 性 が 認 め ら れ る 蓋 然 性 」 が あ る 場 合 に 「 支

援 措 置 を 実 施 し て い る 」 と 主 張 す る 点 に つ い て は 、 本 件 要 領 で は 、

「 支 援 の 必 要 性 が 確 認 で き た 場 合 に 支 援 措 置 を 講 ず る も の 」 と さ れ

て い る と こ ろ 、 「 支 援 の 必 要 性 が 認 め ら れ る 蓋 然 性 」 の み を も っ て

支 援 措 置 を 実 施 す る こ と は 、 本 件 要 領 に 反 す る も の で あ る 。  

し た が っ て 、 処 分 庁 の 主 張 は 、 本 件 要 領 の 規 定 に 反 す る 解 釈 ・ 運

用 で あ る と 言 わ ざ る を 得 ず 、 当 該 主 張 を 容 れ る こ と は で き な い 。  

  ⑷  よ っ て 、 処 分 庁 が 支 援 の 必 要 性 に つ い て 十 分 な 検 討 を 行 う こ と な く 、

審 査 請 求 人 が 住 基 法 第 12条 の ３ 第 １ 項 各 号 及 び 同 法 第 15条 の ４ 第 ３ 項

に 掲 げ る 者 に 該 当 し な い こ と を 理 由 と し て 行 っ た 本 件 処 分 は 違 法 で あ

る 。  

処 分 庁 は 、 支 援 の 必 要 性 に つ い て 改 め て 検 討 し 、 必 要 に 応 じ て 申 出

者 へ の 聞 き 取 り 等 の 調 査 を 行 っ た 上 で 、 本 件 申 請 に 係 る 処 分 を 行 う べ

き で あ る 。  
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４  結 論  

以 上 の と お り 、 本 件 審 査 請 求 に つ い て は 理 由 が あ る た め 、 本 件 処 分 は 、

取 り 消 さ れ る べ き で あ っ て 、 処 分 庁 は 、 支 援 の 必 要 性 を 含 め 交 付 の 要 件

を 確 認 し た 上 で 、 本 件 申 請 に 係 る 住 民 票 （ 住 民 票 除 票 ） の 写 し を 交 付 す

る か 否 か に つ い て 改 め て 判 断 を す べ き で あ る 。  
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